













これは、世界の成典化憲法 189 を制定順に 1940 年代まで並べ、あわせて改
正の実際を示したものです。

























1949 年にボン基本法（憲法に相当）が、東側では 68 年に社会主義憲法が制








法が、1999 年までに約 140 回改正されています。
そしてもう一つ、フィンランドでは、2000 年３月１日に新憲法が施行され
ました。






が、本当にそうでしょうか。私は 189 の成典化憲法を対象にして、17 のジャ
ンルを設定しました。結論からいいますと、いずれかの平和条項を憲法に明


















た（在位 1986 ～ 92 年）。夫のベニグノ・アキノが上院議員だったのですが、
マニラ空港で射殺され、その身代わり候補だったのです。その息子のベニグ















しく誕生した 104 か国の憲法を入手、分析しました。この約 30 年間に 104
もの国家で新憲法が誕生したという事実に、私も非常に驚きました。
これら 104 の憲法について、９項目を立てて、どの国の憲法にどの条項が
あるかを調査しました。104 ×９＝ 936 です。936 のマスの中を全部埋める
のは、大変な作業でした。その結果を示したのが、表３です。
これらのうち、80％以上の憲法で取り入れられている項目をあげると、環
境の権利・義務・保護条項が 99 カ国（95.2％）、プライバシーの権利 87 か国
（83.7％）、家族の保護 87 か国（83.1％）、政党 91 か国（87.5％）、国民投票




いる国家は 104 か国中、104 か国（100％）だということです。一方、平和条




















































































































































































“I omitted the words, even for preserving its own security, because it 
seemed to me that it was not realistic, to say that if Japan were attacked, it 












国（国民政府）など戦勝国 11 か国（のちに 13 か国）で構成されていました。








































































































































































































年以降に制定された 104 の憲法中、99 か国（95.2％）の憲法にとり入れられ
ており、憲法の必置条項といえます。
・健全な財政　19（令和元）年度の一般会計予算は 101 兆 4564 億円で、新

























朝日新聞（2015 年 11 月 19 日付）で、こんなことを述べています。「いろい
ろ憲法問題はありますが、最後は、法律家集団のコンセンサスが一番いいの
です。その法律家集団のコンセンサスに、一般の人々が合わせなければいけ
ないのです。こういうことを考えてほしい」。何と一般国民は、法律家集団
のコンセンサスに従えというのです。憲法問題は、主権を有する国民だれも
が考えるべき課題でしょう。上から目線の傲
ごう
岸
がん
不
ふそん
遜な態度といわなければな
りません。
そしてもう一人、現職の石川健治氏について。この人の好む言葉は、革命
やクーデターです。朝日新聞（2013 年５月３日付）に「96 条改正という『革命』」
との見出しのもとに、自民党の憲法案が憲法改正の発議要件を「総議員の３
104
分の２」から「総議員の過半数」へ下げたことに関して「96 条を改正して、
国会のハードルを通常の立法と同様の単純多数に下げてしまおう、という議
論が時の内閣総理大臣によって公言され」と記しています。まったく違いま
す。通常の立法は、出席議員の過半数で成立し、しかも開議のための定足数
は３分の１です。最低限、３分の１の出席と過半数の賛成、すなわち総議員
の６分の１以上で成立するのです。「総議員の過半数」とは全然、違いますね。
このような中学生でもわかる間違いが堂々と朝日新聞に載ったことに、私は
「戦慄」を覚えました。
実は、最近、東大系の憲法学者の論稿をいくつか読んだという人から、こ
んなコメントを聞きました。「東大の憲法学者の論稿に明るさがないですね」。
私は答えました。「もとからですよ。灯台もと暗し」。
最後に、本日は学生諸君の顔も多くみられますので、研究方法について、
この２年間にノーベル賞を受賞した二人の言葉を紹介しておきます。
一人は、昨年ノーベル医学賞を受賞された京都大学名誉教授・本
ほんしょたすく
庶 佑先
生で、このようなことを述べています。「まず、関心を持ちなさい。それを
突き詰めて続けていきなさい。教科書などは信じる必要がありません」。私は、
文民条項の導入過程に関心をもちました。けれども、憲法の教科書は何も教
えてくれませんでした。
もう一人は、今年ノーベル化学賞を受賞された旭化成のフェロー・吉野彰
先生です。こんなことを語っています。「頭を柔らかくしなさい。そしてそ
の対象に向かっては、執拗に、徹底的に究明しなさい」。
私のモットーは「事実と証拠にもとづくこと、付和雷同しないこと、ユー
モアを大切にして自分らしさを貫くこと」です。今後とも、私なりに発言し
ていきたいと思っています。
ご清聴ありがとうございました。
